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ま　え　が　き

　高齢社会が本格到来し、65 歳以降も社会において活躍し続けたいと願う高齢者が増えて

いる。本研究は「人生 100 年時代」を見据え、雇用や賃労働で働くことに留まらず、自営、

開業、特に社会貢献活動も活躍の場として視野に入れながら、人生の最終期においても生

きがいを感じることが出来る生涯キャリアをいかに作るかを考えていくものである。

　本報告書は『人生 100 年時代の企業人と社会貢献活動に関するアンケート』調査の集計

結果を収録している。本調査は 2 種類の調査から成っている。1 つは、超大企業 5 社の社

員に協力を得て実施した「企業調査」で、約 1 万 2 千サンプルを回収している。もう 1 つは、

大企業のホワイトカラー正社員に対して実施した「ウェブモニター調査」である。同じ調

査票を使い、集計結果が対比出来るように設計し、本報告書でもそれぞれの特徴や傾向が

わかるように執筆した。

　本調査は企業人のボランティアや社会貢献活動（パラレルキャリア）が定年後のセカン

ドキャリアを構築する上での基軸となりうるという仮説を持って実施している。どういっ

た職種、技能、働き方をする人が、どのような社会貢献やキャリアに対する意識を持つのか。

また、企業や社会は社会貢献活動の推進のためにどのようなシステムを構築していけばい

いのか。

　本調査に先立ち、ヒアリング調査（JILPT（2019）『生涯現役を見据えたパラレルキャ

リアと社会貢献活動 ― 企業人の座談会（ヒアリング調査）から』）を実施し、そこでの知見

を調査設計に役立てている。調査設計時から研究会に参加し、協力いただいた 5 つの企業

と担当者、および、忙しい業務の合間に調査に協力してくださった社員の皆様には深く感

謝申し上げたい。

　本報告書が今後の社会生活やキャリアを考える上で、企業の人事、CSR 担当者、政策担

当者をはじめ、NPO や社会貢献活動に携わる人々の参考になれば幸いである。

　2020 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   独立行政法人 労働政策研究 ･ 研修機構

理事長　　樋　口　　美　雄
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1 
 

第１章  調査の概要 
 

第 1 節 調査目的と方法 

 

1. 調査目的 

『人生 100 年時代の企業人と社会貢献活動に関するアンケート』調査は、企業で働く人の

社会貢献活動（パラレルキャリア）が定年後のセカンドキャリアを構築する上での基軸とな

りうるという仮説を持って実施した。 
パラレルキャリアとは、ドラッカー（1999）が、「第二の人生を始める方法」として提唱

し、本業の仕事の他に、NPO などの非営利組織で活動することにより、会社や家庭とは別の

「もう一つのコミュニティ」を持ち、より広い視野や経験、より精神的に豊かな生き方が出

来るという考え方である1。 
高齢社会が本格到来し、65 歳以降も社会において活躍し続けたいと願う人が増えている。

しかし、実際に高齢になってから地域や社会のために働きたいと思っても、活躍する場を見

つけることは難しい。これまでの JILPT の研究2からも、実際に高齢期に NPO 等で活躍し

ている人の多くは、定年退職前の 40～50 代から活動を開始していることがわかっている。

在職中から NPO との係わりを持ちつつ壮年期を過ごし、高齢期に入って社会貢献活動の方

に軸足を移すという形で実現しているのである。 
本調査では、協力企業 5 社に勤める正社員およびウェブモニター調査により、企業で働く

人の社会貢献活動とセカンドキャリアに関する意識調査を実施し、どういった業種や職種、

技能、働き方をする人が、どのような社会貢献やキャリアに対する意識を持つのか、企業や

社会は社会貢献活動推進のためにどのようなシステムを構築していけばいいのかを分析す

る。 
本調査に先立ち、ヒアリング調査（JILPT（2019）『生涯現役を見据えたパラレルキャリ

アと社会貢献活動―企業人の座談会（ヒアリング調査）から』）を実施し、そこでの知見をア

ンケート調査設計に役立てている。合せて参照いただきたい。 
 

2. 調査対象と調査方法 

本調査は、(1)企業 5 社調査（以下、企業調査という）と(2）ウェブモニター調査（以下、

モニター調査という）の 2 種類で構成されている。巻末集計は、(1）企業調査の合算と、(2）

 
1 ピーター・ドラッカー『明日を支配するもの―21 世紀のマネジメント革命』（上田惇生訳）ダイヤモン

ド社、1999 年。 
2 JILPT『高齢者の社会貢献活動に関する研究―定量的分析と定性的分析から―』、労働政策研究報告書

No.142、2012 年。 
JILPT『NPO の就労に関する研究―恒常的成長と震災を機とした変化を捉える―』労働政策研究報告書

No.183、2016 年。  
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